
 

 

 

 

 

 

叡啓大学では、実践教育プラットフォーム協議会の皆様との一層の「学びの場の共創」を推進す

るため、「リスキリング」をテーマに、登録団体を対象としたセミナーを開催します。 

ぜひ取材くださいますようお願いします。 

※「実践教育プラットフォーム協議会」とは？ 

 叡啓大学では、学生の主体的な学びの実現とそれを通じた社会の発展に貢献するため、本学の実践的な
教育に協力いただく県内外の企業・自治体・国際機関等を構成員とする「叡啓大学実践教育プラットフォ
ーム協議会」を組織しており、現在１１０の企業・団体様に登録いただいています。登録団体様と連携
し、実社会で生じている「リアルな課題」を題材とした「課題解決演習」や、「体験・実践プログラム」
などの教育プログラムを展開しています。 

１ セミナー内容 

◆第１部：基調講演 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 ２ 開催日時等 
【日   時】 令和５年３月１５日（水） １６時～１７時２５分 

【対   象】 叡啓大学実践教育プラットフォーム協議会登録団体様 

【開催形式】 対面・リアルタイム配信（Zoom）のハイブリッド開催 

【会   場】 叡啓大学内 
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【取材時のお願い】 

１ 講演の取材にお越しいただける場合は、３月１４日（火）12時（正午）までに、報道機関名と来学される

方のお名前をメールによりご連絡くださいますようお願いします。  

教育企画課 academic-planning@eikei.ac.jp 

２ 入構時に、１階警備室にて入構手続きを行ってください。 

『社会課題×共創（企業・地域×学生）▶成長』 
叡啓大学実践教育プラットフォーム協議会対象セミナー開催！ 

〔登壇者〕宮地 勘司 様 （株式会社教育と探求社 代表取締役社長） 

〔テーマ〕「ほんとうのリスキリングは、越境体験からはじまる」 

〔講演概要〕 

政府の成長戦略においても「リスキリング」の重要性が叫ばれている。 

  しかしながら、解のない課題を解決するために、今、本当に大切なことは、スキ

ルよりも、従来型の意識や考え方、そのベースとなるＯＳの更新である。 

  そのために私たちには、越境体験が必要である。 

企業にとっての身近な越境体験が得られる場、それが学校である。 

企業人よ、学校にいけ！ 

本学の必修科目である課題解決演習（PBL）にご協力いただい
た連携先様にご登壇いただき、本学学生を交えて、「ご自身にと
っての学び」、「社外に出て大学生と取り組んだ経験から活かせる
こと」などについて、トークセッションの形でお話いただきます。 

【登壇企業様】 
・株式会社エイチ・アイ・エス 様 
・キユーピー株式中四国支店 様 
・株式会社 SANKYO 様 

◆第２部：トークセッション 


